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指摘事項：他社と同様の電源構成とした場合のＬＯＬＰ解析（例：吉の浦火力を含めない場合等）

入力項目
吉の浦火力を
金武火力へ置換

最大単機容量に
３社平均値を使用

電源[台] 14 14

第9回審査会合
提示

13

○ ＬＯＬP解析において、最大単機容量が金武火力発電所となるよう置き換えて計算した結果、予備
力は２４７ＭＷ（１７．７％）となりました。

○ 比較的規模の小さい３社の比率（単純平均）は１４．１％で、沖縄系統に置き換えると最大単機容量
が１９７ＭＷ、予備力が２４６ＭＷ（１７．６％）となっております。

電源[台]

計画外停止率[%] 5%（運開3年）、2%（他）

最大3日平均電力(H3)[MW] 1,397

LOLP[日/月] 0.3

予備力[MW] 247 246

予備率[%]（H3に対する比率） 17.7 17.6

最大単機容量（送電端）[MW] 200 197

同左

1,397

0.3

263

18.9

241
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項 目
最大単機容量を
牧港火力へ置換

最大単機容量に
３社平均値を使用

最大単機容量に
９社平均値を使用

電源[台] 18 44 17

計画外停止率[%] 5%（運開3年）、2%（他）

○ＬＯＬＰ解析において、最大単機容量が牧港火力発電所となるよう置き換えて計算した結果、予備力は２０９ＭＷ
（１５．０％）となりました。

○比較的規模の大きい３社の比率（単純平均）は３．２％で、沖縄系統に置き換えると最大単機容量が４４ＭＷ、予備
力が１４４ＭＷ（１０．３％）となっております。

○９社の比率（単純平均）は８．１％で、沖縄系統に置き換えると最大単機容量が１１３ＭＷ、予備力が２０７ＭＷ（１
４．８％）となっております。

【参考】事務局からの試算指示

計画外停止率[%] 5%（運開3年）、2%（他）

最大3日平均電力(H3)[MW] 1,397

LOLP[日/月] 0.3

予備力[MW] 209 144 207

予備率[%]（H3に対する比率） 15.0 10.3 14.8

最大単機容量（送電端）[MW] 118 44 113

※実際に電源の台数を17～44台に増設することや小規模な発電所を建設することは、用地取得の困難
さに加え、建設費や維持管理費などコストの増加が見込まれます。また、発電所地点が増えると送電線
新設に伴う用地取得や建設コストも生じることになります。
従って、送配電部門も電源の大型化によるメリットを一定程度享受しているものと考えられます。
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○当社の需要想定Ｈ３（１３６万ｋＷ※1）は、全国計（１５，５６３万ｋＷ）の０．９％となっております。

また、最大単機容量２５万ｋＷは、需要想定Ｈ３ （１３６万ｋＷ）の１８．４％となっております。

指摘事項：他社と同様の電源構成とした場合のＬＯＬＰ解析（例：吉の浦火力を含めない場合等）

※2比較的規模の小さい３社の平均値 ※3 比較的規模の大きい３社の平均

沖 縄 ３社平均※2 ３社平均※3 ９社平均

最大単機容量比率（％） １８．４ １４．１ ３．２ ８．１

※1 平成27年度最大需要想定H3
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【出典】電力広域的運営推進機関 第３回調整力等に関する委員会 資料２



指摘事項：他社と同様の電源構成とした場合のＬＯＬＰ解析（例：吉の浦火力を含めない場合等）

必要予備力

託送料金

認可申請
第９回審査会合

提示
吉の浦火力を
金武火力に置換

①周波数制御（GF AFC） 111MW

○最大単機容量が金武火力発電所となるよう置き換えて計算した予備力２４７ＭＷ（１７．７％）につい
て、固定費は４３億円（０．５６円/ｋＷｈ）となります。

①周波数制御（GF、AFC） 111MW 当社の偶発的需給変動
対応に必要な調整力

18.9%
（最大3日平均の
需要に対する比率）

当社の偶発的需給変動
対応に必要な調整力

17.7%
（最大3日平均の
需要に対する比率）

②需要見積誤差対応 47MW

③電源脱落対応 251MW

合計 409MW 263MW 247MW

託送料金
（固定費）

金額 78億円 46億円 43 億円

単価 1.01円/kWh 0.59円/kWh 0.56円/kWh
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